
平成 26 年度の取り組みについて（報告） 

部会名 児童療育支援 部会 

担当者 母子訓練センター 松﨑 絹枝 

協議 1.通学時の移動に関する問題 

 第 1 回 特別支援学校への通学困難児童に対する協議。 

   ・特別支援学校（いわき養護学校・平養護学校）の現在のスクールバ 

    スの運行範囲・便数・利用人数・利用するにあたっての条件につい 

    ての現状の報告。 

   ・制度について（移動支援・日中一時支援・訪問介護業務の範囲・通 

    院介助等ヘルパー支援についての説明と共通理解。 

  第 2 回 各特別支援学校の通学に関する事例（4 事例） 

   ・事例を通し課題についての解決策や意見の提案。（8/20〆切）       

    今後意見の集約・解決に向けた方策の検討を行なう。 

 

協議 2.インフォーマルな社会資源の収集 

   インフォーマルな社会資源を幅広く知ることにより、障がいをもたれ 

た方々がよりよい日常生活が送れるよう情報収集を行なう。 

   ・ふくしま心のケアセンターより、活動内容の情報提供。 

 

協議 3.医療ケアを必要とする重症心身障がい児の生活を支える体制づくり 

   ・医療と福祉をつなぐ情報共有シートの活用法の検討。 

    重心児に関わる病院・相談支援事業所・訪問看護事業所等への周知・ 

    ルートづくりの検討を行なっていく。 

   ・総合磐城共立病院内のセミナーへの参加。 

    年間 4 回開催 講師：東北大学 田中総一郎医師（重心児保護者の 

    参加可能） 

   ・平成 24 年度に重症心身障がい児の方へ実施した実態調査後の現状 

    確認と今後の取り組みについての話し合いを実施。  

その他 

   ・障害児の放課後の過ごし方に関するアンケートの実施 

    （平成 26 年 8 月） 

    平成 23 年に放課後等デイサービスに関する利用状況の実態調査を 

    実施し、自立支援協議会へ提言。その後放課後等デイサービス実施 

    事業所は増えているが、現在の状況を再度把握する為、放課後等デ 

    イサービス実施事業所・日中一時支援実施事業所・相談支援事業所 

    を対象に、実態調査を実施。（8/20〆切） 

 

 

 

 


